
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西市地域分権推進事業 ニュースレター 

第３回地域夢・未来カフェ in 久代 

 地域分権制度の検討の一環として、地域課題の

解決に向けた具体的な活動案を考えながら、地域

分権制度についての意見をいただくため、「第 3

回地域夢・未来カフェ in 久代」が開催されまし

た。 
 

日時：2012 年 12 月 13 日（木）19:00～21:00 

場所：久代会館 

参加人数：市民 13 名＋市 WG メンバー3 名 

当日のスケジュール 

19:00 開会 

19:05 当日スケジュール説明・ふりかえり 

19:10 イントロダクション 

19:20 テーブルワーク（活動案のとりまとめ） 

20:40 グループ発表 

20:55 今後の流れの説明 

21:00 閉会 

当日スケジュール説明～イントロダクション 

 開会のあいさつの後、前回のふりかえりと当日のスケジュールの説明があり

ました。その後、アイスブレイク「喪失体験」を行いました。フセンに「友人」

「健康」「趣味」「お金」「役割」「仕事」という６つのキーワードを書き、ジャ

ンケンに負けると１枚ずつ破っていくゲームです。残った付箋は人によりさま

ざまで、参加者の中でも価値観が異なっていることを体感しました。また、６

つのキーワードは、年をとるごとに失っていくものですが、地域活動等で新し

く得ることもできるという話がありました。 
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テーブルワーク～グループ発表 

 テーブルワークでは、第 2 回に引き続いて活発な議論が行われ、最終的な

活動案がとりまとめられました。できあがった活動案については、各グループ

から全体に向け発表しました。 

A グループでは、つながりや交流のあるまちにする「3 世代交流サロン」に

ついて、B グループでは、緑と農のあるまちにする「農と緑のトライやるライ

フ」についての話し合いが行われ、発表されました。 

各グループのテーマ 

 ●Ａグループ：つながりや交流のあるまちにする 

●Ｂグループ：緑と農のあるまちにする 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３世代交流サロン 

 

現在の状況 

・どんと祭りがある 

・餅つきと昔遊び（ジョイフルフレンドクラブ） 

・幼稚園児、保育園児、小学生、中学生は約 1,000 人 

・ふれあいサロンを実施している 

・65 歳以上のひとり暮らしは 120～130 人ぐらい 

 

場所の問題 

・場所の問題がある（川西南公民館） 

・久代小学校のグラウンドや体育館を使いたい 

・スポーツ 21 が調整 

 

季節の問題 

・イベントする時期が大事、いい季節はイベントが 

重複する 

・役員は忙しいので人の問題がある 

・自治会間の日程調整が難しい 

 

メニュー 

・昔遊び（高齢者と子どもの交流） 

・グランドゴルフを子どももいっしょにする 

・折り紙や竹トンボづくり 

・紙ひこうき飛ばし 

・宝島探し、カンケリ、ケンケンパー 

 

Ａグループ つながりや交流のあるまちにする 

 

 

・放課後子ども教室のようなもの 

・小中学校のクラブ活動の発表の場とする 

・1自治会、1個メニューをする 

・たこやき、やきそば、わたがしなども売る 

 

行政からの支援 

・リースしたパイプ椅子代 

・リースの大型暖房機（冬なら） 

・ＰＲの支援（全戸配布できるように） 

・本当は社会教育施設の充実が必要である 

 

活動主体 

・コミュニティが主体となる 

・福祉部会が主催する 

・他の部会も協力する 

・11 の自治会も協力する 

 

協力 

・小学校や PTA 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農と緑のトライやるライフ 

 

花を植えよう!! 

・公園に花を置く 

・子どもを巻き込む 

・高校生が小学生を教える 

・年配の方が庭の手入れをする 

・子どもをまち単位で育てる 

・地域ごとに植えてみてはどうか 

・マンションは玄関先の植え込みを活用する 

・○月○日はこの花を植えよう！ 

・園芸療法の一環である 

・癒し効果がある 

・交流できる 

 

地域に広めたい 

・「広報かわにし」や「ふれあい久代」の活用 

・行政の支援が必要である 

・案内文の書き方講座をしてほしい 

・各小学校区のリレー記事を載せる 

 

ニーズの把握 

・困りごと、悩みを把握する 

・小学 1年生はミニトマト、2年生はキュウリなど 

・近所でできることは何か？ 

・子どもに関する企画をする 

 

宣伝する 

・声掛けや挨拶を一緒にしませんか 

Ｂグループ 緑と農のあるまちにする 

 

・趣味の集まりをつくる 

・参加しやすいことが大事 

・第一歩が重要 

・自治会の中にサークルをつくる 

・掲示板や回覧板を活用する 

・回覧板は見ない人が多い 

・1軒ずつポスティングする 

 

場所 

・拠点づくり→行けば情報が得られる 

・自治会ごとに会館がある 

 

内容・主体 

・市、緑化協会がプランターを配布する 

・リンドウの種を配布する 

・プランターや種を自治会で準備する 

・水やりは地域でできる 

 

スケジュール 

・来春、地域へ告知する（地域担当職員とともに） 

・来夏、仲間を募集する 

・来秋、来冬、パンジーで地域を彩る 

 

行政からのサポート 

・他地域の先進事例の情報がほしい 

・市民感覚のある職員 

・プロである職員 

・技術と手法を持っている職員 

 


